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は  じ  め  に 
 

～ 事務の点検・評価の意義及び取組について ～ 
 

 

 今日、教育を取り巻く環境がめまぐるしく変化する中で、教育委員会においては、責任

体制の明確化や体制の充実を図り、教育行政の中心的な担い手としてその役割を果たして

いくことが求められております。 

 平成１９年６月に「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の一部改正により、教

育委員会は、毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の状況について点検・評価を行

い、その結果に関する報告書を議会に提出するとともに、公表することが義務付けられま

した。 

このことを受け、大空町教育委員会としては、効果的な教育行政の推進に資するととも

に、町民の皆様への説明責任を果たすため、教育委員会の事務の管理・執行状況について、

毎年度、点検・評価を行い、報告書を作成し平成２０年度分から公表しております。 

本年度は、平成２８年度に教育委員会が行った活動状況や、大空町教育推進計画の実施

状況について、点検・評価を行い、成果や課題と課題解決に向けた取組の方向性を分かり

やすく記述しました。 

 大空町教育委員会としては、『北海道教育委員会の活動状況に関する点検・評価報告書』

を参考に、点検・評価の実施方法及び報告書の様式について改善・充実を図りながら、先

に策定しました「大空町教育推進計画」に基づく教育施策の着実な推進に努めてまいりた

いと考えていますので、町民の皆様の一層のご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 

 

      平成２９年９月 

 

 

                                                          大空町教育委員会 
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第１部 教育委員会の活動状況 

 

１ 教育委員 

    大空町は、平成１８年３月３１日に旧女満別町と旧東藻琴村が合併して誕生しました。 

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の附則第８条で、最初に任命される委員の任

期は、「定数が５名の場合は、二人が４年、一人が３年、一人が２年、一人が１年とする。 

この場合において、各新委員の任期は、地方公共団体の長が定める。」とされていることか

ら、下記の表の任期となっている。 

 

役  職 委  員  名 任          期 期 

 

委 員 長 

 

相 馬   隆 
平成２３年１２月２６日～２５年６月１１日 

平成２５年６月１２日～２９年６月１１日 

Ⅰ期 

Ⅱ期 

委 員 長 

職務代理者 

 

福 田 淳 一 
平成２３年６月１２日～２７年６月１１日 

平成２７年６月１２日～３１年６月１１日 

Ⅰ期 

Ⅱ期 

 

委   員 

 

 

神 田 靖 治 
平成２４年６月１２日～２８年６月１１日 

平成２８年６月１２日～３２年６月１１日 

Ⅰ期 

Ⅱ期 

 

委   員 

 

 

平 出 有実子 平成２６年６月１２日～３０年６月１１日 Ⅰ期 

 

委員(教育長) 

 

渡 邊 國 夫 
平成２２年６月１２日～２６年６月１１日 

平成２６年６月１２日～３０年６月１１日 

Ⅰ期 

Ⅱ期 

＊相馬委員は、前任者が任期途中で退任されたため、残任期間（Ⅰ期）となった。 

 

 

 

２ 教育委員会の会議等の開催状況 

(1)  教育委員会会議と付議された案件等 

教育委員会会議は、原則として公開であるが、個人情報に係る場合は非公開としている。   

また、会議は毎月１回を定例としているが、急な案件がある場合は随時開催している。 
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＊回数は年度初めの４月から年度末の３月までの開催回数を表記 

回数 開催年月日 出席数 開催場所 付議案件（報告、議案、その他） 公開別 結果 

第１回  平成28年 4月13日  ５名 東藻琴総合支所委員会室   

 

〔議案〕  

・大空町立学校評議員の委嘱について 

 ・大空町社会教育委員の委嘱について 

 ・大空町スポーツ推進委員の委嘱について 

 ・大空町広域入所に関する条例施行規則の一部を改正する規則制定に 

ついて 

 ・大空町通級指導教室通級に係る児童の認定について 

 ・女満別高等学校生徒寄宿舎使用料の減免について 

 

 

 

公 開 

公 開 

公 開 

公 開 

 

非公開 

非公開 

 

 

議決 

議決 

議決 

議決 

 

議決 

議決 

第２回  平成28年 4月28日  ５名 東藻琴総合支所委員会室   

 

〔報告〕 

 ・大空町職員の懲戒処分等審査委員会の審査結果について 

〔議案〕 

 ・大空町教育委員会事務局職員の処分について 

 

 

 

非公開 

 

非公開 

 

 

議決 

 

議決 

第３回  平成28年 5月20日  ５名 東藻琴総合支所委員会室   

 

〔承認〕 

 ・大空町教育委員会事務局職員の降格の承認について 

〔議案〕 

・大空町学校給食センター運営委員会委員の解嘱について 

 ・大空町学校給食センター運営委員会委員の委嘱について 

 ・平成２８年度大空町教育推進方針について 

 ・平成２８年度大空町教育委員会事務局の経営方針について 

・大空町立小学校特別支援学級入級に係る児童の就学認定について 

 ・平成２８年度大空町一般会計補正予算（第１号）のうち教育委員会 

関係補正予算（第１号）について 

〔報告〕 

 ・大空町職員の懲戒処分等審査委員会の答申について 

〔議案〕 

 ・大空町教育委員会教育長の処分について 

 ・大空町教育委員会事務局職員の任免について 

 

 

 

 

 

非公開 

 

公 開 

公 開 

公 開 

公 開 

非公開 

公 開 

 

 

非公開 

 

非公開 

非公開 

 

 

議決 

 

議決 

議決 

議決 

議決 

議決 

議決 

 

 

議決 

 

議決 

議決 
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第４回  平成28年 6月10日  ５名 大空町役場３階２号会議室   

 

〔議案〕  

・平成２８年度大空町社会教育推進計画について 

 ・大空町立幼稚園入園料及び保育料に関する条例等の一部を改正する 

条例制定について 

・大空町立預かり保育所条例の一部を改正する条例制定について 

・大空町子ども未来づくり教育基金条例制定について 

 ・大空町立学校管理規則の一部を改正する規則制定について 

 ・準要保護児童生徒の認定について 

 ・幼稚園保育料及び預かり保育所保育料の減免に係る要保護世帯の認 

  定について 

 ・奨学金の貸付について 

 ・平成２８年度大空町一般会計補正予算（第２号）のうち教育委員会 

関係補正予算（第２号）について 

 

 

 

公 開 

公 開 

 

公 開 

公 開 

公 開 

非公開 

非公開 

 

非公開 

公 開 

 

 

議決 

議決 

 

議決 

議決 

議決 

議決 

議決 

 

議決 

議決 

第５回 平成28年 7月22日 ５名 東藻琴総合支所委員会室   

 

〔議案〕 

・大空町社会教育委員の委嘱について 

 ・大空町教育委員会事務局職員の任免について 

 ・幼稚園保育料及び預かり保育所保育料の減免に係る要保護世帯の認 

  定について 

 ・平成２８年度全国学力・学習状況調査結果公表方針について 

 ・大空町教育委員会事務局職員の任免について 

 

 

 

公 開 

公 開 

非公開 

 

公 開 

公 開 

 

 

議決 

議決 

議決 

 

議決 

議決 

第６回  平成28年 8月24日  ５名 東藻琴総合支所委員会室   

 

〔報告〕 

 ・平成２９年度北海道東藻琴高等学校において使用する教科用図書に 

ついて 

〔議案〕 

・平成２９年度に使用する小学校及び中学校用教科用図書並びに平成 

２９年度使用教科用図書のうち学校教育法附則第９条に規定する教 

科用図書の採択について 

 ・教職員の飲酒運転根絶に向けた「決意と行動」について 

 ・平成２８年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果公表方針に 

  ついて 

 ・平成２８年度大空町一般会計補正予算（第３号）のうち教育委員会 

関係補正予算（第３号）について 

 

 

 

公 開 

 

 

公 開 

 

 

公 開 

公 開 

 

公 開 

 

 

議決 

 

 

議決 

 

 

議決 

議決 

 

議決 
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第７回 平成28年 9月 9日  ５名 東藻琴総合支所委員会室   

 

〔議案〕 

 ・網走地方教育研修センター組合規約の変更について 

 ・準要保護児童の認定について 

 ・大空町通級指導教室通級に係る児童の認定について 

 ・平成２８年度大空町一般会計補正予算（第４号）のうち教育委員会 

関係補正予算（第４号）について 

 ・平成２７年度大空町教育委員会の活動状況に関する点検・評価報告 

書について 

 

 

 

公 開 

非公開 

非公開 

公 開 

 

公 開 

 

 

議決 

議決 

議決 

議決 

 

議決 

第８回  平成28年10月24日  ５名 東藻琴総合支所委員会室   

 

〔議案〕   

 ・女満別高等学校生徒寄宿舎使用料の減免について 

 

 

 

非公開 

 

 

議決 

第９回  平成28年11月18日  ５名 東藻琴総合支所委員会室   

 

〔議案〕   

・大空町教育推進計画の計画期間の変更について 

 

 

 

公 開 

 

 

議決 

第10回  平成28年12月 9日  ５名 大空町役場３階２号会議室 
  

 

〔議案〕   

・平成２８年度大空町一般会計補正予算（第７号）のうち教育委員会 

関係補正予算（第５号）について 

 

 

 

公 開 

 

 

議決 

第11回  平成29年 1月30日  ５名 女満別研修会館第２会議室   

 

〔報告〕 

 ・大空町教育委員会事務局職員の任免について 

 ・平成２８年度大空町一般会計補正予算（第９号）のうち教育委員会 

関係補正予算（第６号）について 

 ・指定管理者の指定について 

〔議案〕 

 ・大空町教育委員会事務局職員の処分について 

 ・大空町立女満別中学校教職員の処分について 

・大空町託児通所助成規則の一部を改正する規則制定について 

・大空町立学校管理規則の一部を改正する規則制定について 

・大空町立学校職員服務規程の一部を改正する訓令について 

 

 

公 開 

公 開 

 

公 開 

 

非公開 

非公開 

公 開 

公 開 

公 開 

 

 

議決 

議決 

 

議決 

 

議決 

議決 

議決 

議決 

議決 
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・大空町立学校体育文化振興補助要綱の一部を改正する告示について 

・大空町多子世帯入学支援金支給要綱の一部を改正する告示について 

・大空町立小学校特別支援学級入級に係る児童の就学認定について 

・大空通級指導教室通級に係る児童の認定について 

・大空町入学資金借入金利子等助成の認定について 

 

公 開 

公 開 

非公開 

非公開 

非公開 

議決 

議決 

議決 

議決 

議決 

第12回  平成29年 2月24日  ５名 東藻琴総合支所委員会室   

 

〔議案〕  

・準用保護児童の認定について 

 ・平成２９年度大空町立小中学校特別支援学級入級に係る児童・生徒 

の就学認定について 

 ・平成２９年度特別支援学校入学に係る児童の就学認定について 

 ・平成２８年度大空町一般会計補正予算（第１０号）のうち教育委員 

会関係補正予算（第７号）について 

 ・平成２９年度大空町一般会計予算のうち教育委員会関係予算につい 

  て 

 

 

 

非公開 

非公開 

 

非公開 

公 開 

 

公 開 

 

 

議決 

議決 

 

議決 

議決 

 

議決 

第13回 平成29年 3月27日 ５名 女満別研修会館第２会議室   

 

〔議案〕 

・学校職員人事異動の内申について 

 ・大空町学校歯科医の委嘱について 

 ・大空町立学校管理規則の一部を改正する規則制定について 

 ・大空町立学校職員服務規程の一部を改正する訓令について 

 ・平成２９年度学校給食費の額の決定について 

 ・大空町立小学校特別支援学級入級に係る児童の就学認定について 

 ・平成２９年度大空町立小学校特別支援学級入級に係る児童の就学認 

定について 

 ・大空町教育委員会事務局職員の任免について 

 

 

 

公 開 

公 開 

公 開 

公 開 

公 開 

非公開 

非公開 

 

非公開 

 

 

議決 

議決 

議決 

議決 

議決 

議決 

議決 

 

議決 
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(2) 教育委員会協議会の開催状況 

教育委員会協議会は、委員各位の自由な意見交換の場として、必要に応じて非公開で 
開催している。 

 
 

回数 開催年月日 開催場所 出席数 公開別 

１ 

平成２８年 ４月１３日 東藻琴総合支所委員会室 ５名 非公開 

 

〔協議題〕・大空町の新しい高等学校の形態について 

 

２ 

平成２８年 ４月２８日 東藻琴総合支所委員会室 ５名 非公開 

 

〔協議題〕・大空町の新しい高校の設置年度等準備スケジュールの見直しについて 

     ・大空町教育委員会事務局職員の処分に係る公表について 

 

３ 

平成２８年 ６月１０日 大空町役場３階２号会議室 ５名 非公開 

 

〔協議題〕・子ども・子育て支援法施行令等の一部改正に伴う関係例規の改正につ 

いて 

     ・大空町立預かり保育所条例の一部改正について 

     ・大空町子ども未来づくり教育基金条例の制定について 

 

４ 

平成２８年 ６月２９日 東藻琴総合支所委員会室 ５名 非公開 

 

〔協議題〕・大空町の新しい高校づくり（素案）について 

 

５ 

平成２８年１０月 ７日 東藻琴総合支所委員会室 ５名 非公開 

 

〔協議題〕・女満別中学校の特別支援教育の対応について 

 

６ 

平成２８年１０月２４日 東藻琴総合支所委員会室 ５名 非公開 

 

〔協議題〕・第２次大空町教育推進計画の策定について 

     ・東藻琴高等学校における北海道公立高校生等奨学給付金事務の未処理 

について 

     ・女満別中学校の特別支援教育の対応について 

 

７ 

 平成２８年１１月１８日 東藻琴総合支所委員会室 ５名 非公開 

 

〔協議題〕・第２次大空町総合計画ローリングの概要について 

     ・女満別中学校の特別支援教育の対応について 
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８ 

 平成２９年 １月３０日 女満別研修会館第２会議室 ５名 非公開 

 

〔協議題〕・大空町の新しい高校づくりについて 

     ・スクールバスでの「大空町まちづくり宣言」ＰＲについて 

     ・東藻琴高等学校における北海道公立高校生等奨学給付金事務について 

     ・女満別中学校における特別支援教育の対応について 

 

９ 

 平成２９年 ２月２４日 東藻琴総合支所委員会室 ５名 非公開 

 

〔協議題〕・大空町の新しい高校づくりについて 

     ・東藻琴小学校体育館整備事業について 

     ・女満別中学校大規模改修事業について 

     ・学校教育用コンピューター更新事業について 

     ・女満別運動公園野球場改修事業について 

     ・旧豊住小学校トイレ改修工事について 

     ・文化団体協議会補助金について 

     ・学校教育改革のための体制づくりについて 

     ・平成２９年度大空町教育行政執行方針について 

     ・平成２８年度大空町教育委員会学校訪問報告書について 

 

１０ 

 平成２９年 ３月２７日 女満別研修会館第２会議室 ５名 非公開 

 

〔協議題〕・大空町の新しい高校づくりについて 
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３ 条例・規則等の制定、計画等の策定状況 

    平成２８年度中に制定された条例は３、規則は５、訓令は２である。 

（１） 条例・規則・規程 

類別 題         名 公布年月日 施行年月日 

条例 ・大空町立幼稚園入園料及び保育料に関する条例等の一

部を改正する条例制定について 

・大空町立預かり保育所条例の一部を改正する条例制定

について 

・大空町子ども未来づくり教育基金条例制定について 

H28・ 6・22 

 

H28・ 6・22 

 

H28・ 6・22 

H28・ 6・22 

 

H28・ 7・ 1 

 

H28・ 6・22 

規則 ・大空町広域入所に関する条例施行規則の一部を改正す

る規則制定について 

・大空町立学校管理規則の一部を改正する規則制定につ

いて 

・大空町託児通所助成規則の一部を改正する規則制定に

ついて 

・大空町立学校管理規則の一部を改正する規則制定につ

いて 

・大空町立学校管理規則の一部を改正する規則制定につ

いて 

H28・ 4・13 

 

H28・ 6・10 

 

H29・ 1・30 

 

H29・ 1・30 

 

H29・ 3・27 

H28・ 4・13 

 

H28・ 6・10 

 

H29・ 4・ 1 

 

H29・ 1・30 

 

H29・ 3・27 

訓令 ・大空町立学校職員服務規程の一部を改正する訓令につ

いて 

・大空町立学校職員服務規程の一部を改正する訓令につ

いて 

H29・ 1・30 

 

H29・ 3・27 

H29・ 1・30 

 

H29・ 3・27 

 
 
 
 
（２） 主な計画等の策定状況 

 

  年 月 日            計  画  等  名 

H21. 3.30  大空町教育推進計画（平成21～30年度） 

H25．3.31  大空町図書館第２期５ヶ年計画（平成25～29年度） 

H25．3.31  大空町第２次子どもの読書活動推進計画（平成25～29年度） 

H28. 3.28 大空町いじめ防止基本方針 

H28. 5.20  平成２８年度大空町教育推進方針 

H28. 6.10 平成２８年度大空町社会教育推進計画 
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４ 教育委員会委員の活動状況 

教育委員会委員は、教育委員の定例会議や協議会のほか、オホーツク管内及び網走ブロック

教育委員会協議会の総会・研修会、町内の各幼稚園や各小中高等学校の入学式・卒業式への参

列、学校視察などの活動をしている。 

  このほか委員長は、毎回の定例町議会に出席している。 

 

開催年月日 開催場所 出席委員数 備     考 

平成28年 4月 4日 
東藻琴農村環境 

改善センター 
５名 学校職員辞令交付式 

平成28年 4月 6日 

～ 

平成28年 4月11日 

各幼稚園・各学校 ５名 
各幼稚園・各小中高等学校の入学式

へ参列 

平成28年 4月12日 町 内 ５名 大空町教育懇話会 

平成28年 7月 6日 

～ 

平成28年 7月 7日 

札幌市・占冠村 ５名 
北海道市町村教育委員研修会・視察

研修 

平成28年 7月11日 網走市 
委 員 長 

教  育  長 

オホーツク管内教育委員会協議会役

員会・総会 

平成28年 7月13日 清里町 ４名 
網走ブロック教育委員会協議会総会

・研修会 

平成28年10月 1日 女満別小学校 
委 員 長 

教  育  長 
女満別小学校開校１００年記念式典 

平成28年12月 9日 大空町役場 ５名 大空町総合教育会議 

平成29年 1月 8日 議事堂文化ホール ４名 大空町成人式 

平成29年 1月26日 

～ 

平成29年 2月10日 

各幼稚園・各学校 ５名 各幼稚園・各小中高等学校の視察 

平成29年 2月27日 網走市 ５名 オホーツク管内市町村教育委員大会 

平成29年 3月 1日 

～ 

平成29年 3月22日 

各幼稚園・各学校 ５名 
各幼稚園・各小中高等学校の卒業式

へ参列 

平成29年 3月27日 町 内 ４名 大空町教育懇話会 
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５ 教育関係機関等の活動状況 

    条例等の定めに基づいて委嘱又は任命された委員で構成する教育関係機関等においては、 

様々な活動がなされている。 

 

機  関  名  等 委員数 主な協議事項及び活動内容 

大空町社会教育委員会  １６ ・社会教育委員全体会議（３回） 

・平成２８年度大空町社会教育計画の策定と反省

評価 

・各種社会教育事業への参画・観察 

・自主研修事業の実施 

大空町教育支援委員会  １１ ・特別支援学級入級並びに特別支援学校入学に係

る児童生徒の就学の適正について 

大空町学校給食センター運営委員会  １２ ・平成２７年度大空町学校給食収支決算について 

・平成２８年度大空町学校給食収支予算について 

・大空町学校給食費の決定について 

大空町スポーツ推進委員会  ２０ ・平成２８年度事業計画について 

・各種社会体育事業の主催・支援・協力 

・自主研修について 

大空町青少年健全育成指導員会  １２ ・平成２８年度活動計画について 

・大空町青少年健全育成町民会議との連携 

大空町図書館協議会   ５ ・平成２７年度大空町図書館事業及び実績報告に

 ついて 

・平成２８年度大空町図書館事業計画について 

大空町青少年問題協議会 １６ ・青少年の状況と育成環境について 

・青少年の健全育成・指導等について 

・青少年健全育成関係機関・団体の取組について 

大空町生涯学習奨励員会  １６ ・大空町検定の企画・運営 

・生涯学習情報の提供 

・町民の生涯学習活動支援 

・成人大学講座の企画・運営 

大空町学校評議員会 ２３ ・各幼稚園・各小中高等学校の経営計画概要の 

説明、意見交換 

・各幼稚園、小中高等学校毎に評議員会を開催 

大空町文化財保護審議会 １０ ・埋蔵文化財包蔵地等について 

・大空町指定文化財について 
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６ 学校に対する指導・助言・指示等の状況 

学校に対する指導・助言・指示等は、通知・通達等によるほか、定例の校長・園長会議や教

頭会議も含めて年間を通して行っている。また、事案の発生等に応じて随時の指導・助言・指

示も行っている。 

 

(1)  通知・通達等 

年 月 日                  件         名 

H28. 4. 4 教育職員の時間外勤務等の縮減のための実践事例集の作成について 

H28. 4. 8 いじめ根絶に向けたメッセージ「いじめをなくし、夢と希望が広がる未来を

子供たちに」について 

H28. 4.12 学校職員の交通違反・事故発生状況について 

H28. 4.12 教職員の勤務管理の適正化に関する資料について 

H28. 4.12 「学校事故対応に関する指針」の公表について 

H28. 4.28 給与を減額しないことについての特例承認について 

H28. 4.28 北海道立学校等の適格性を欠く職員等の分限処分に関する取扱方針等の一部

改正について 

H28. 5. 6 平成２８年度「ネットトラブル未然防止のためのネットパトロール等業務」

について 

H28. 5. 9 いじめ問題への対応調査について 

H28. 5.12 学校職員の交通違反・事故発生状況について 

H28. 5.18 組体操等による事故の防止について 

H28. 5.20 水泳等の事故防止について 

H28. 5.26 熱中症事故等の防止について 

H28. 5.27 防犯教室及び防犯訓練の実施について 

H28. 6. 2 不適正事務の再発防止について 

H28. 6.13 学校職員の交通違反・事故発生状況について 

H28. 6.14 教育・保育施設等における事故防止及び事故発生時の対応のためのガイドラ

インについて 

H28. 6.15 管内コンプライアンス確立会議における平成２８年度の重点目標及び重点的

な取組の設定について 

H28. 6.21 北海道飲酒運転の根絶に関する基本方針の策定について 

H28. 7. 5 教育の情報化に伴う情報セキュリティの確保について 

H28. 7.12 熱中症事故の防止について 

H28. 7.13 学校職員の交通違反・事故発生状況について 

H28. 7.20 夏季休業に向けての児童生徒の指導等について 

H28. 7.29 危機管理（爆破予告等）について 

H28. 8.15 学校職員の交通違反・事故発生状況について 

H28. 9. 7 水難事故の防止について 

H28. 9.14 学校職員の交通違反・事故発生状況について 

H28. 9.23 平成２８年度インフルエンザ施設別発生状況調査の開始について 

H28.10.17 学校職員の交通違反・事故発生状況について 
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H28.10.17 不登校に係る相談窓口の周知及び不登校児童生徒の状況の改善等に向けた取

組の充実について 

H28.11.10 学校職員の交通違反・事故発生状況について 

H28.12. 1 冬季休業に向けての児童生徒の指導等について 

H28.12. 8 教職員の服務規律の保持について 

H28.12. 8 体罰に係る実態把握について 

H28.12.12 学校職員の交通違反・事故発生状況について 

H28.12.21 学校管理下における事故等が発生した際の保護者への対応について 

H29. 1. 6 降積雪期における防災態勢の強化等について 

H29. 1.10 義務教育の段階における普通教育に相当する教育の機会の確保等に関する法

律の公布について 

H29. 1.12 学校職員の交通違反・事故発生状況について 

H29. 2.13 学校職員の交通違反・事故発生状況について 

H29. 2.27 学年末から学年始めにかけての生徒指導等について 

H29. 3.13 学校職員の交通違反・事故発生状況について 

H29. 3.28 教職員の不祥事再発防止プログラムの実施について 

 

 

(2)  校長・園長会議及び教頭会議における示達等 

     校長・園長会議は、各幼稚園、各小中高等学校の校長・園長が参加して毎月１回を定例と

して開催している。教頭会議は、各小中高等学校の教頭が参加して毎月１回を定例として開

催している。両会議の内容は全く同様なので、ここでは校長・園長会議における主な示達内

容を掲載する。 

開催年月日 主  な  示  達  等 

 H28． 4． 4 

 （第１回） 

・主任命課について 

・平成２８年度当初人事異動について 

・管内教育長会議におけるオホーツク教育局からの指示事項等について 

・法令遵守義務違反者に対する教育長からの指導について 

・学校経営報告書の提出について 

・平成２８年度『学校経営計画書』の提出について 

・平成２８年度大空町教育経営計画書『大空町の教育』の発行について 

 H28． 4．12 

 （第２回） 

・指導主事の配置について 

・平成２８年度「大空町学び推進月間・５月（大空町学力・体力向上プラン）」

の推進について 

・第２次大空町教育推進計画の策定について 

・社会科副読本の一部改訂について 

・学校評議員全体会議について 

・平成２８年度大空町教育経営計画書「大空町の教育」の発行について 

・校内外の教育環境整備について 

・３月の学校経営報告書の交流について 
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 H28． 5．19 

 （第３回） 

・大空町教育大綱の策定について 

・平成２８年度大空町教育推進方針（案）について 

・平成２８年度学校職員評価の実施について 

・６月期の勤勉手当に係る評定・判定について 

・平成２８年度上半期学校課題解決のための方策・スケジュールの提出につい 

 て 

・いじめ・不登校対応の手引き（北見市教育委員会作成）の活用について 

・４月の学校経営報告書の交流について 

 H28． 6．23 

 （第４回） 

・教職員の勤勉手当について 

・平成２９年度教頭昇任候補者について 

・教職員等の選挙運動の禁止等について 

・大空町立学校管理規則の一部改正について 

・平成２８年度全国学力・学習状況調査結果の公表方針（案）について 

・５月の学校経営報告書の交流について 

 H28． 7．26 

 （第５回） 

・第４４回交通安全大会・第６６回社会を明るくする運動大会参加のお礼につ 

いて 

・管内教育長会議におけるオホーツク教育局からの指示事項等について 

・教職員の飲酒運転根絶に向けた「決意と行動」について 

・教職員の服務規律の保持について 

・教職員のストレスチェックについて 

・平成２８年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果の公表方針について 

・６月の学校経営報告書の交流について 

 H28． 8．17 

 （第６回） 

・平成２９年度当初人事異動に係る校長・教頭人事面談の実施について 

・危機管理（爆破予告等）について 

・平成２８年度全国学力・学習状況調査における結果の提供・公表日について 

・７月の学校経営報告書の交流について 

 H28． 9．20 

 （第７回） 

・平成２８年度上半期学校課題解決スケジュールの評価結果及び下半期学校課 

題解決スケジュールの提出について 

・平成２８年度全国学力・学習状況調査結果の活用について 

・平成２８年度学校職員人事評価制度の実施について 

・各学校における平成２９年度人事体制について 

・８月の学校経営報告書の交流について 

H28．10．19 

 （第８回） 

・１２月期における勤勉手当の給与決定手続きについて 

・平成２８年度全国学力・学習状況調査及び全国体力・運動能力、運動習慣等調

査の公表スケジュール等について 

・平成２９年度当初人事異動に係る教育長面接の実施について 

・平成２９年度教職員辞令交付式について 

・９月の学校経営報告書の交流について 
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 H28．11．21 

 （第９回） 

・大空町教育推進計画の計画期間の変更について 

・平成２８年度「大空町学校評価」の実施について 

・平成２８年度大空町教育委員会学校訪問実施要領（案）について 

・オホーツク管内小・中学校等教職員人材公募試行実施要項（案）について 

・学校職員の交通違反・事故発生状況及び飲酒運転の根絶に関する取組の再徹 

 底について 

・１０月の学校経営報告書の交流について 

 H28．12．22 

 （第10回） 

 

・平成２９年１月１日昇給における給与決定手続きについて 

・教職員の服務規律の保持について 

・インフルエンザの感染予防の徹底と適時、的確な対応について 

・１１月の学校経営報告書の交流について 

 H29． 1．18 

 （第11回） 

・第２回オホーツク管内市町村教育委員会教育長会議におけるオホーツク教育 

局からの指示事項等について 

・平成２９年度全国学力・学習状況調査の実施について 

・教職員旅費（小・中学校費）の執行について 

・平成２８年度学校職員人事評価制度の実施について 

・１２月の学校経営報告書の交流について 

 H29． 2．22 

（第12回） 

・年度末各種報告書等の提出について 

・平成２８年度卒業（卒園）式の日程について 

・平成２９年度大空町教育行政執行方針（素案）について 

・平成２９年度学校評議員の推薦について 

・１月の学校経営報告書の交流について 

 H29． 3．23 

 （第13回） 

・平成２９年度教職員等人事について 

・市町村立学校職員の異動等に伴う評定記録の引継ぎについて 

・主任等の命課状況の報告について 

・平成２９年度大空町教育推進方針（案）について 

・平成２９年度大空町学力向上プラン（案）について 

・平成２９年度「大空町学びの推進月間（大空町学力・体力向上プラン）」 

（案）の推進について 

・平成２９年度全国学力・学習状況調査について 

・転出入に伴う挨拶回りの取扱いについて 

・平成２９年度入学（入園）式の日程について 

・２月の学校経営報告書の交流について 
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７ 町民に対する情報提供 

    町民の公益に係る情報や教育委員会の活動に対する理解の促進及び学習情報の提供等に資  

するため、以下の情報提供を行っている。 

 (1) 情報の提供 

情 報 誌 等 関 係 掲  載  内  容 

広報『おおぞら』及び『まちのおしらせ』

への掲載 

広報『おおぞら』に生涯学習情報「はばたき」欄、『まち

のおしらせ』に掲載 

・各種学校教育支援制度等の情報 

・各種社会教育事業の情報     ・町民の文芸欄 

・社会教育関係団体の情報      ・文化公演の案内 

・大空町図書館の情報        ・町民文化祭の案内 

・大空町内高等学校の情報   ・各種募集案内 

随時掲載 

・幼稚園児の募集       ・奨学生の募集 

・小学校入学児童の紹介 

・幼稚園教諭(嘱託を含む)の募集              など 

町ホームページへの掲載 ・大空町教育推進計画 

・大空町図書館第２期５ケ年計画 

・大空町第２次子どもの読書活動推進計画 

・平成２８年度全国学力・学習状況調査結果 

・平成２８年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果 

・大空町いじめ防止基本方針 

 

(2) 図書館閲覧 

平成２８年度大空町教育経営計画書 

『大空町の教育』 （９月発行） 

・平成２８年度大空町教育推進の概要 

  (教育推進方針、主な教育予算及び事業、事務局の組織図

及び事務分掌 など) 

・平成２８年度大空町社会教育推進計画 

・各幼稚園及び各小中高等学校の学校経営の概要 

・生涯学習・スポーツ施設利用案内 

・大空町の教育の歩み 

・大空町の各種委員・教育関係団体・施設   など 

 

 (3)  郷土資料館閲覧 

女満別地区郷土資料台帳 ・女満別郷土資料館に保存・展示されている物品について

の写真と説明文を掲載 

東藻琴地区郷土資料台帳 ・東藻琴ふるさと資料館に保存・展示されている物品につ

いての写真と説明文を掲載 

大空町郷土資料台帳 ・女満別地区郷土資料台帳と東藻琴地区郷土資料台帳に掲

載されている物品の内から重複しているものを除き、全

町分を１冊にまとめて掲載 
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８ 平成２８年度教育関係予算の最終状況 

    平成２８年度教育関係の最終予算は、１，３０４，７６４千円で、前年度対比９．７％の増

となっている。 

                                                                              （千円） 

項  及  び  目 予 算 額 項  及  び  目 予 算 額 

【民生費】 ４２，８４１  ５ 幼稚園費 ５８，９７７ 

２ 児童福祉費 ４２，８４１   (1)  幼稚園費 ５８，９７７ 

 (1) 児童福祉総務費 １，０６３  ６ 社会教育費 １２１，３９１ 

 (2) 児童措置費 １，２６７   (1) 社会教育総務費 ４８，５０８ 

 (3) 保育所費 ４０，５１１   (2)  青少年教育費 ５，１６７ 

【農林水産業費】 １７，０２６   (3)  芸術文化振興費 ２，９４４ 

１ 農業費 １７，０２６   (4)  図書館費 ４６，２０１ 

  (3) 農業振興費 １７，０２６   (5)  社会教育施設費 １８，５７１ 

【教育費】 １，２４４，８９７  ７ 保健体育費 ２３５，３１１ 

１ 教育総務費 １６６，３１８   (1) 保健体育総務費 ８，３５０ 

  (1) 教育委員会費 １，７１５   (2)  体育施設費 １２３，０４４ 

  (2)  事務局費 １５４，６９０   (3)  給食センター費 １０３，９１７ 

  (3)  奨学金 ２，４５５   

  (4)  教員住宅費 ７，４５８   

 ２ 小学校費 ４７０，７３０   

  (1) 学校管理費 ４３６，４４３   

  (2)  教育振興費 ３４，２８７ 
        計 １，３０４，７６４ 

 ３ 中学校費  １３４，２２３ 

  (1) 学校管理費 ３８，７９０  

  (2)  教育振興費 ２０，６７７ 

(3)  スクールバス運行費 ７４，７５６ 

 ４ 高等学校費  ５７，９４７ 

  (1)  定時制高等学校管理費 ２２，１３９ 

  (2)  教育振興費 ８，７６２ 

  (3)  高等学校実習費 １７，４４６ 

  (4)  寄宿舎費 ９，６００ 
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９ 平成２８年度教育関係予算の主な事業に係る最終予算 

                                                                                       

事  業  名 事 業 費(千円) 主 な 事 業 内 容 

児童福祉費 

 ◇児童福祉総務費 １，０６３ 
・青少年問題協議会委員報酬 

・子ども・子育て支援事業（繰越） 

 ◇広域入所事業 １，２６７ ・他市町村保育所に入所委託 

 ◇豊住保育園管理運営事業 ３０，２５３ 
・保育園管理運営費 

・多子世帯保育料の軽減 

 ◇東藻琴保育園管理運営事業 １０，１３８ 
・保育園管理運営費 

・多子世帯保育料の軽減 

◇託児通所助成事業 １２０ ・託児通所へ一部助成 

農業費 

◇農村環境改善センター管理事業 １７，０２６ 

・指定管理委託 

・トイレ改修工事、調理室改修工事 

・非常用照明器具交換修繕 

教育総務費 

 ◇教育委員会費 １，７１５ ・教育委員の活動 

 ◇事務局費 １５４，６９０ 

・補助教諭の配置 

・網走東学区高等教育機関への通学費等の経費助成 

・中体連等への参加経費補助 

・女満別高等学校振興協議会活動への補助 

・地域・特別支援コーディネーター、学校図書館司書 

 の配置 

・芸術文化鑑賞、ファームスクールの実施 

・高等学校制服購入費補助 

・女満別高等学校生徒寄宿舎運営 

・学校教育研究会への補助 

・旧豊住小学校管理運営 

・学校教育施設建設基金積立金 

・子ども未来づくり教育基金積立金 

 ◇奨学金貸付等事業 ２，４５５ 

・経済的に就学困難な者に対する学資貸付 

・入学資金利子等助成 

・多子世帯の高校・大学等進学への支援金支給 

 ◇教員住宅費 ７，４５８ 
・教員住宅管理費 

・教員住宅解体工事 

小学校費 

 ◇女満別小学校管理運営事業 ２７，４９４ ・小学校管理運営費 

 ◇東藻琴小学校管理運営事業 １５，６４５ ・小学校管理運営費 

 ◇東藻琴小学校大規模改修事業 １１１，２４４ ・内部改修工事（繰越含む） 

 ◇女満別小学校開校百周年記念事業 ３，８００ ・記念事業協賛会への補助 
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 ◇東藻琴小学校体育館整備事業 ２７８，２６０ ・調査設計（建設工事費は平成２９年度に繰越） 

◇小学校教育振興事業 ２９，１０５ 

・要保護・準要保護世帯及び特別支援教育を要する 

児童世帯への就学援助 

・英語活動の推進 

・社会科副読本の編集 

・学校給食費の補助（無償化） 

  ◇女満別小学校教育振興事業 ３，３７８ ・教科用、実験実習用教材文具等の整備 

 ◇東藻琴小学校教育振興事業 １，８０４ ・教科用、実験実習用教材文具等の整備 

中学校費 

◇女満別中学校管理運営事業 ２５，０４６ 
・中学校管理運営費 

・生徒用机・椅子更新 

 ◇東藻琴中学校管理運営事業 １３，７４４ 
・中学校管理運営費 

・生徒用机・椅子更新 

 ◇中学校教育振興事業 １３，３００ 

・要保護・準要保護世帯及び特別支援教育を要する 

生徒世帯への就学援助 

・語学指導外国青年の招致 

・学校給食費の補助（無償化） 

◇女満別中学校教育振興事業 ４，２４８ ・教科用、実験実習用教材文具等の整備 

◇東藻琴中学校教育振興事業 ３，１２９ ・教科用、実験実習用教材文具等の整備 

 ◇スクールバス運行事業 ７４，７５６ ・スクールバス運営費 

高等学校費 

  ◇東藻琴高等学校管理運営事業 ２２，１３９ ・高等学校管理運営費 

 ◇東藻琴高等学校教育振興事業 ８，７６２ 
・研修・活動補助費 

・高校教育振興基金積立金 

 ◇東藻琴高等学校実習事業 １７，４４６ ・実習運営費 

 ◇東藻琴高等学校寄宿舎管理事業 ９，６００ ・寄宿舎管理運営費 

幼稚園費 

 ◇女満別幼稚園管理運営事業 ３７，４９３ 
・幼稚園管理運営経費 

・多子世帯保育料の軽減 

 ◇東藻琴幼稚園管理運営事業 ２１，４８４ 
・幼稚園管理運営経費 

・多子世帯保育料の軽減 

社会教育費 

 ◇社会教育総務費 ４８，５０８ 

・大空町青少年育成協会への補助（事業実施等） 

・社会教育委員の活動 

・子育て支援活動 

・成人式の開催 

・生涯学習の推進 

・教育文化合宿補助 

・女性教育振興 

・高齢者教育振興 
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 ◇青少年教育振興事業 ５，１６７ 

・青少年合宿、各種研修会参加 

・子ども会活動及び少年教育活動への補助 

・子ども放課後週末活動支援 

・稲城市及び氷川町との教育交流 

・青年団体協議会活動への支援 

・青年団体連携会議への支援 

・青少年健全育成指導員の活動 

◇芸術文化振興事業 ２，９４４ 

・町民文化祭（文化展及び芸能祭）への活動支援 

・文化団体協議会への活動支援 

・文化財保全活動 

・文化財保護審議会委員の活動 

 ◇図書館管理運営事業 ４６，２０１ 
・指定管理委託 

・図書、備品等整備、運営協議会委員の活動 

 ◇社会教育施設管理運営事業 １８，５７１ 

・研修会館管理運営費（指定管理委託） 

・伝承館管理運営費（指定管理委託） 

・生涯学習センター管理運営費（清掃委託 他） 

・ふるさと資料館管理費（施設管理） 

・山園ふるさとセンター管理費（施設管理） 

保健体育費 

 ◇保健体育総務費 ８，３５０ 

・スポーツ推進委員報酬 

・町民スポーツ大会、スポーツ教室の開催 

・スポーツ活動振興 

・体育協会への活動支援 

・スポーツ少年団への活動支援 

・マラソン大会実行委員会への活動支援 

・スポーツ大会等への参加経費補助 

・総合型地域スポーツクラブ支援 

 ◇社会体育施設管理運営事業 １２３，０４４ 

・体育施設一般管理費（清掃委託 他） 

・武道館管理費（柔道用畳更新） 

・屋外ゲートボール場管理費 

・艇庫管理費 

・すぱーく東藻琴管理費 

・スキー場管理費（雪上車更新） 

・多目的運動広場管理費 

・ゲートボールセンター管理費（指定管理委託） 

・Ｂ＆Ｇ海洋センター管理費（指定管理委託、外装改修

工事、駐車場整備、柔道用畳更新） 

・東藻琴相撲場管理費 

◇給食センター管理運営事業 １０３，９１７ 

・女満別学校給食センター管理運営費 

・東藻琴学校給食センター管理運営費 

・学校給食運営委員報酬 
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第２部 学校教育活動に係る反省・評価 

１  平成２８年度大空町教育推進方針に係る反省・評価 

◇平成２８年度大空町教育推進方針は、平成２１年度からスタートした「大空町教育推進計画（平

成２１～３０年度）」の実現を目指すべく、計画内容を具体的・重点化して設定したものである。 

◇大空町教育推進方針の末尾の括弧内に、「大空町教育推進計画」に示されている基本目標、基本 

 方向、観点の数字を記し、それとの関わりを明らかにしてある。 

 

           ５段階評定尺度 

５（大変よかった）  所期の目的に向けた創意工夫や努力があり、成果を上げた。 

４（よかった）   若干問題はあったが、所期の目的に向けた実績となった。 

３（普通）     実施はできたが、問題・課題がある。 

２（工夫が必要）  所期の目的に一部そった形で実施はできたが問題・課題がある。 

１（改善が必要）  所期の目的には至らず、今後一層の解決や改善努力がいる。 

 ※下の表中の【 】及び（ ）内の数値は５段階の評定尺度に基づき、各幼稚園、各小中高等学校 
が実施した評価点の平均値である。 

 

 

平成２８年度大空町教育推進方針の反省・評価（学校教育関係分） 

 

１ 確かな学力の定着と自立する生き方を育む教育活動の充実を図る。（基本目標１～基本方向１，２） 

【3.94】 

 〈具体的方策〉 

（１） 授業改善、少人数・習熟度別指導、放課後や長期休業中の補充的な学習サポートなどにより確

かな学力の定着を目指す。（観点１）                                 （4.40） 

〈評価〉①学習の基礎となる「話し方」「聞き方」「規律」について各学年の発達段階に

応じ日常活動の中で意図的に取り組んできた。 

②放課後の補充的学習及び長期休業中の補充学習が定着してきた。 

③学習内容の定着度合いを確認する方法の一つとして、チャレンジテストの活用

が定着してきた。 

④算数での習熟度別指導や授業改善推進チームによるＴＴ指導により、個に応じ

た指導の充実と確かな学力の定着に努めてきた。 

⑤数学については極力ＴＴ指導を実施するとともに、校内研修においても「誰で

も分かる授業」をテーマに「めあて・まとめ」を黒板提示するよう全体で取り

組むことができた。 

（２） 家庭と連携・協力して、児童・生徒が自ら計画を立てて学習に取り組む習慣の定着を図る。 

（観点１）                                                  （3.50） 

〈評価〉①家庭学習の取組、授業におけるペア学習やグループ学習の取組、更に繰り返し

学習の取組を継続したことで、基礎学力が定着し学校評価も高評価となった。 

（３） 教職員参画の下、全国学力・学習状況調査結果の分析を行い、結果及び改善策を保護者・ 

地域住民に公表するとともに、学習指導方法の改善に活かす。 (観点１)          （3.80） 

〈評価〉①全国学力・学習状況調査及びチャレンジテストの結果分析を行い、児童・生徒

の課題を明確にするとともに授業改善を図った。 
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（４） 学習規律の統一及び指導の徹底を図る。（観点１）                     （4.14） 

〈評価〉①授業改善推進チーム活用事業及び校内研修において、全校で取り組んだ「学習

規律の徹底」や「学習過程の工夫」により、子ども達の学ぶ意欲が高まってき

た。 

    ②「学習規律の徹底」や「学習過程の工夫」について、学校として組織的に取り

組むことができた。 

（５） ＩＣＴ機器等を効果的に活用した指導方法の工夫改善に努める。（観点１）       （4.00） 

〈評価〉①全学年で実物投影機を活用し、分かりやすい授業へ向けて指導方法の工夫改善

に努めた。 

（６） コミュニケーション能力の育成を図るため、「受け入れる力」や「伝える力」の質的向上や自己

肯定感と自信の醸成を図る取組を推進する。（観点２）                     （4.00） 

〈評価〉①幼児が困ったことやして欲しいことを自分の言葉で説明できる基盤として、  

「自分は受け入れられている」と感じられる関わり方や学級経営に努めた。 

②自らの考えや思いを発表する場を多く設け、コミュニケーション能力を高めるこ

とができた。 

  （７） 幼・小・中・高の外国語教育の指導充実を図る。（観点１,５）                （4.00） 

〈評価〉①語学指導助手、英語活動推進教諭を配置し、幼・小・中・高の外国語教育の推

進に努めた。 

（８） 個別の指導計画や個別の教育支援計画を作成し、一貫した支援の充実に努める。（観点３） 

  （3.86） 

〈評価〉①園内委員会において「事例」を基に学び合い、教師のスキルアップを図った。 

    ②町の特別支援コーディネーターや保健師と連携を図り、支援に役立てている。 

    ③通常学級で支援が必要な児童に対して、現状の体制の中でできる支援を実施して

きたが、個別の指導計画を作成し、一貫した支援の充実に努める必要がある。 

    ④個別の支援計画に関わる小中の連携や計画の推進方法の確認が必要である。 

（９） 各校種におけるキャリア教育に係る学習内容を整理し、体系化する。（観点８）       （3.80） 

〈評価〉①キャリア教育の取組は定着し、生徒にとっても有意義な活動となっている。今

後はコミュニティ・スクールに基づく体制の整備も必要である。 

 

２ 豊かな心と健やかな体を育む教育活動の充実を図る。（基本目標２～基本方向３，４）     【3.78】 

 〈具体的方策〉 

（１） 道徳教育の全体計画別葉を作成し、教育全体を通じて行う道徳教育の充実を図るとともに、「私

たちの道徳」を活用した道徳の時間の指導の充実を図る。（観点10）              （3.80） 

〈評価〉①その都度、その場において全体や対象となる幼児への適切な指導・支援を積み

重ね、心の成長を促してきた。 

    ②参観日等で道徳の授業公開を実施した。 

    ③「心の教育」の充実に向けて、道徳の授業を全員で公開することができた。 

（２） 学校・家庭・地域との様々な「協育」を通して、「あいさつのできる子」「けじめのある子」「ねばり強 

い子」の育成を図る。（観点10,12）                                      （3.71） 

〈評価〉①各学校・地域団体・サークルとの交流活動は、挨拶をはじめ、人との接し方や

関わり方についても学ぶ機会となっている。 

（３） 町の図書館との連携により児童・生徒の読書活動の充実を図るとともに、「朝読」「家読」運動を 

推進し、望ましい読書習慣を形成する。（観点11）                            （3.86） 
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〈評価〉①図書館司書による読み聞かせ会は、幼児の興味関心の広がりによい影響を与え

ている。 

②図書館司書の巡回において、新たに読書通帳の取組を実施し、児童の読書量が

更に伸びてきている。 

（４） いじめや不登校など問題行動の未然防止の取組を推進するとともに情報の共有化を図り、早期

発見・早期解決に向けて組織的な対応を図る。 (観点13)                    （4.17） 

〈評価〉①いじめ等の問題行動については、担当分掌を中心に職員の共通認識を図るとと

もに、必要に応じて保護者との連携を図るなど、組織的に対応した。 

②毎月のいじめアンケートの実施などを通して、早期発見・早期対応に努めた。 

 （５） 全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果の分析を行い、結果及び改善策を保護者・地域住民

に公表するとともに、体力向上に向けた指導方法の改善に活かす。（観点14）          （3.80） 

〈評価〉①全学年で新体力テストを実施し、その結果分析を指導方法の改善に活かした。 

（６） 縄跳び運動や体育の授業の充実及び家庭における運動の奨励により、子ども達の体力づくり

を推進する。（観点14）                                                      （3.57） 

〈評価〉①体育専科教員の配置を受け、体育の時間の指導を充実させるとともに、縄跳び等

を取り入れ体力向上を図った。 

    ②体育科において、授業の準備運動で縄跳び運動に取り組むことができた。 

（７） 学校・家庭・地域と連携して「早寝・早起き・朝ごはん」や「ノーゲームデー」など、子ども達の基

本的な生活習慣（生活リズム）の確立に努める。（観点15,25）                   （3.71） 

〈評価〉①基本的な生活習慣の定着を目指し、学年・個人の目標を設定して取り組んだ。 

②日常から体の仕組みを伝えたり歯磨き表や生活表を活用したりして、健康意識を

育ててきた。 

③朝ごはんを食べてこない生徒が微増しており、家庭との連携が必要である。 

 （８） 食に関する年間指導計画に基づき、発達段階に応じた食に関する指導の充実を図る。 

    （観点15）                                                （3.43） 

〈評価〉①食に関する児童との意見交換や家庭科授業での食育など、食に関する指導に努め

てきた。今後は、発達段階に応じた指導の充実に努める必要がある。 

（９） 安全教育の充実を図る。（観点17）                                 （4.00） 

〈評価〉①全ての幼稚園・学校で訓練が行われ、防災についての幼児・児童・生徒の意識

が高まってきた。 

    ②避難訓練のほか、不審者対応の訓練を実施した。 

③大規模災害発生時の関係機関連携による訓練が必要である。 

 

３ 信頼に応える学校づくりを推進する。（基本目標３～基本方向５，６）                【4.06】 

 〈具体的方策〉 

（１） 学校評価（自己評価、児童・生徒評価、学校関係者評価など）をもとに学校改善を図るとともに、

結果や改善策の公表により開かれた学校づくりを推進する。（観点18）            （4.14） 

  〈評価〉①常に学校から情報を発信し、教育活動を公開した。 

      ②自己評価及び保護者アンケートの項目を見直し、互いの評価が比較できるよう改

善した。 

（２） 幼稚園・保育園と小学校、小学校と中学校の接続・連携をスムーズに行うための方策の研究を

継続するとともに、異年齢の子ども達の経験を広めるため、幼・小・中・高校間及び同校種間の連

携や交流を推進する。（観点19）                                    （4.14） 
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 〈評価〉①交流活動を中心に、小・中学校との連携を図ることができた。更に日常的な教 

師間の交流や情報交流などで連携を深めていきたい。 

     ②幼稚園や中学校と連携して交流活動を数多く実施し、効果的な学習となった。 

     ③幼稚園、中学校、高校の参観日や研究授業での教師間交流、幼児・児童・生徒

間の授業交流を進めることができた。 

（３） 学校教育指導を生きたものとするため、授業公開や全体協議の充実を図る。（観点21,22） 

（4.29） 

〈評価〉①年２回の学校教育指導を実施し、保育について学び合うことができた。 

②学校教育指導については､特設授業及び研究協議を１日日程で実施する形に変

更した。 

（４） 授業改善に直結する校内研修の推進と研修の日常化により教職員の専門性の向上を図る。 

（観点21,22）                                              （4.00） 

 〈評価〉①全担任による園内研究保育を実施し、保育について学び合うことができた。 

     ②各種研修会に参加することができたが、今後、個々に課題意識や新たな情報を

得ようとする意識をもちながら、専門性と資質向上を図る必要がある。 

（５） 大空町学校教育研究会活動を充実させ、講習会・研究会への参加促進及び授業交流（公開

研究会）、教職員間の交流を推進する。（観点23）                        （3.71） 

 〈評価〉①校内研修においては、教職員の研修意欲が高まっている。 

②多くの先生が研究大会等に積極的に参加するようになってきた。 

 

４ 地域全体で子どもを守り育てる体制づくりを推進する。（基本目標４～基本方向７，８）     【3.70】 

 〈具体的方策〉 

（１） 預かり保育に係る教育課程を充実する。（観点26）                       （4.00） 

〈評価〉①午前の活動と関連を図りながら学年や発達に応じた活動を組織し、より教育的な

保育を目指して取り組んできた。 

    ②担任との連携や保育活動立案を通して、幼児理解と保育内容の充実に努めた。 

（２） 幼保の連携を図るとともに、子ども・子育て支援制度の定着に努める。（観点26）     （3.50） 

〈評価〉①幼稚園・保育園合同園内研修や、幼稚園３歳児と保育園２歳児の計画的な交流

活動を実施し、教職員の研修意識の向上や幼児理解に努めた。 

（３） 就学前の親子に対する子育て支援開放事業を充実する。（観点27）                （3.50） 

〈評価〉①幼稚園を開放し、未就園の親子に遊びの場を提供するとともに、子育ての情報

発信をすることができた。 

（４） 学校支援地域本部事業を整備し、地域の自然や人材、施設を積極的に活用した地域に開か

れた学校運営を推進する。（観点29）                                 （3.50） 

〈評価〉①幼児の興味関心を深めるための活動に、地域の方の協力を得ることができた。 

②地域コーディネーターと連携して体験的学習や見学学習を効果的に実施できた。

また、外部講師を招聘した授業も充実したものになった。 

③学校支援地域本部事業により、地域の自然や人材を活用した授業を行うことがで

きた。 

（５） ＰＴＡや関係機関と連携し、緊急時の対応の仕方など児童・生徒の安心・安全な環境づくりを推

進する。（観点30）                                             （4.00） 

  〈評価〉①交通安全教室、交通安全街頭指導、不審者対策などについてＰＴＡの協力を得な

がら訓練等を実施することができた。 
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      ②ＰＴＡと連携した登校時の安全指導、教職員によるバス乗車指導など児童の安全

指導に努めてきた。 

      ③共働きの世帯が増えていることもあり、吹雪等での臨時下校や臨時休校に関わる

緊急の学級連絡網の整理が難しくなっている。 

 

 
 

２ 各幼稚園・各小中高等学校における反省・評価 

  各幼稚園、各小中高等学校における教育活動は、それぞれの園や学校で策定している学校（幼稚 

園）経営計画及び教育課程に基づき展開されている。 

  また、各幼稚園、各小中高等学校においては、年度末に「大空町学校評価システム」に基づいた 

学校評価（教職員による評価、児童生徒による評価、保護者等学校関係者による評価）を実施し、 

その結果に基づき次年度に向けた改善がなされている。 

  各幼稚園、各小中高等学校からは、年度末に学校評価結果が報告書として提出されているので、 

ここでの報告は割愛する。 
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第３部 社会教育活動に係る反省・評価 

１ 平成２８年度大空町教育推進方針に係る反省・評価 

◇平成２８年度大空町教育推進方針は、平成２１年度からスタートした「大空町教育推進計画（平 

 成２１～３０年度）」の実現を目指すべく、計画内容を具体化・重点化して設定したものである。 

◇大空町教育推進方針の末尾の括弧内に、「大空町教育推進計画」に示されている基本目標、基本 

 方向、観点の数字を記し、それとの係わりを明らかにしてある。 

 

５段階評定尺度 

 ５（大変よかった）  所期の目的に向けた創意工夫や努力があり、成果を上げた。 

 ４（よかった）      若干問題はあったが、所期の目的に向けた実績となった。 

 ３（普通）          実施はできたが、問題・課題がある。 

 ２（工夫が必要）    所期の目的に一部そった形で実施はできたが問題・課題がある。 

 １（改善が必要）  所期の目的には至らず、今後一層の解決や改善努力がいる。 

     ※下の表中の【 】内の数値は、５段階の評定尺度にもとづいて実施した（ ）内の評価点の平均 

値である。 

 

 

 

平成２８年度大空町教育推進方針の反省・評価（社会教育関係分） 

 

１  地域全体で子どもを守り育てる環境づくりを推進する。（基本目標４～基本方向７，８）    

                                        【3.46】 

 〈具体的方策〉 

（１）家庭や地域の教育力の向上を目指し事業の充実を図る。（観点25,29）    （3.17） 

  〈評価〉①家庭教育支援講座を機会に参加した親の仲間づくりはできたが、自主的な学習活

動へつながる継続支援とナビゲーター養成が必要である。 

        ②放課後子どもプラン推進事業（子どもワールド２１）は、子育て支援センターや 

児童センター事業、他の関係機関との連携を密にし、共通の課題を解決する事業 

を計画する必要がある。また、協力スタッフの人材育成・発掘が必要である。 

（２）子ども達の様々な体験活動や交流機会を充実し、自ら考え行動する力の育成と同世代・異

世代交流の推進に努める。（観点28）                     （3.40） 

〈評価〉①ボランティアリーダー研修会を、子ども会育成連絡協議会が主催するジュニアリ 

ーダー研修会と兼ねて開催するなど、自らが体験できる学習の充実に努め、団体 

生活の中からリーダー意識を高めることができた。また、町外のリーダー研修へ 

も積極的に派遣し、リーダーの養成を図ることができた。 

        ②長期休業中の生活習慣づくりと補充学習サポートのため、工作やレクリエーショ 

ン、運動、読書等を小学校が実施する学習会に併せて実施した。長期休業中の事 

業として定着してきたが、全学年を対象としているためプログラムの内容につい 

て検討する必要がある。 

  （３）子ども達が安心できる環境づくりのため、放課後子ども教室など社会教育事業の指導者や

ボランティア体制の充実を図る。（観点29,32）               （4.00） 
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〈評価〉①各種団体の連携によるイベント等の際の補導・巡視活動など、子ども達を守る体

制づくりを推進してきた。 

        ②大空町青年団体協議会や大空町青年団体連携会議の自主的な活動を支援し、地域

を守る青年リーダーの養成に努めた。 

（４）大空町青少年健全育成町民会議を中核として関係組織間の連携融合を図り、子どもを見守 

   る環境づくりに努める。（観点28,30）                               （3.25） 

    〈評価〉①青少年育成協会と連携して青少年健全育成研修会を開催し、青少年の健全育成を 

考える機会の拡充に努めた。しかし、研修会への参加者が少なかったため、各種 

青少年団体との更なる連携が必要である。 

②青少年健全育成顕彰式並びに交流会を開催し、青少年の善行を称えるとともに、 

 青少年健全育成団体の意識啓発の場とした。今後も顕彰基準などの見直しを行い 

 ながら継続して実施する。 

 

２ 豊かな学びをつくる生涯学習を推進し、学校・地域と連携した社会教育活動を展開する。 

 （基本目標５～基本方向９，１０）                       【3.52】 

〈具体的方策〉 

（１）多様な学習ニーズや各種事業に対する意見・要望等を把握し、町民の主体的な学習活動の

奨励や求められる生涯学習事業の推進に活かす。（観点31）           （3.33） 

    〈評価〉①教育委員会と生涯学習奨励委員会が連携し生涯学習講演会を開催するとともに、

大空町をより深く知ってもらうために「大空町検定」に取り組んだほか、自主事

業として講演会を開催した。町の文化の継承や町民の交流を見据えた内容になる

よう進めていきたい。 

        ②高齢者大学は、年間を通して事業を展開し、教養や能力習得の場として文化の継 

承や生きがいにつながる授業を展開することができたが、高齢化に伴い幅広い年 

齢層を対象としていることから、それぞれの年代のニーズに対応した学習の場と 

なるよう検討していく必要がある。 

  （２）各種団体や生涯学習実践者等と連携して総合型芸能文化倶楽部を創設し、多様な社会教育 

事業の推進を図り、生涯学習プログラムを充実する。（観点33）       （3.63） 

    〈評価〉①成人・女性団体・ＰＴＡ連合会など、各種団体への支援を行っているが、自主自

立に向けた支援と併せてリーダー養成に努めていく必要がある。 

        ②課題などについては、関係機関・団体と協議を行い解決の方策を検討している。 

        ③本年度、総合型芸能文化倶楽部を創設し、文化団体と連携して文化的・趣味的生 

         涯学習講座を実施したが、予定よりも事業実施ができなかった。住民が求める講

         座開設のため、講師発掘が課題となっている。 

（３）学校と地域との連携により、家庭教育の取組と少年教育事業の充実を図るとともに姉妹都

市・友好町交流を推進する。（観点33）                  （4.00） 

〈評価〉 ①姉妹都市稲城市との児童（小学５年生）交流及び友好町氷川町との生徒（中学２ 

年生）交流は、ホームステイにより違う地域の文化や生活を知り、ふるさと大空 

町を再発見する事業として重要な位置づけにあるほか、コミュニケーション能力 

や姉妹都市・友好町意識を高める体験型事業として推進している。 

近年、ホームステイの受け入れができない家庭があり、参加者が定員に達しない 

年が続いていることから、受け入れ家庭への支援や参加対象者の拡充など事業の 

見直しを検討する必要がある。 
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（４）社会教育（体育）施設の適正な維持管理を行い計画的な整備充実を図り、施設の利用を促 

進する。（観点35,41）                         （3.00） 

    〈評価〉①指定管理者と連携を図りながら施設の適正な維持管理に努めているが、老朽化に 

より修繕箇所が多くなっているため、施設や備品の計画的な整備を行っている。 

②町民に親しまれる施設の運営について検討し、指定管理者と連携して施設の有効 

 活用を図っていく。 

（５）読書活動及び図書館活動を推進するための学校と図書館の連携を強化し、親しまれる読書

環境づくりに努める。（観点11,34）                   （3.66） 

    〈評価〉①図書館システムを有効に活用するため、各小中学校に学校連携システムを導入し 

ている。校内での貸出冊数は増加傾向にあるが、図書館と学校司書との連携を深 

めるため、システムの有効活用について検証していく必要がある。 

        ②指定管理者である青少年育成協会と連携を密にしながら、読書活動や図書館活 

         動の充実を図っている。 

 

３ 芸術・文化・スポーツ活動を推進する。（基本目標５～基本方向１１，１２）    【3.60】 

〈具体的方策〉 

（１）郷土の歴史や文化等を学び後世に遺すために、資料の活用や文化財の保護・保全を継続し

て進めるとともに、町民が主体となる伝承事業や歴史・文化に関する団体等の活動を支援

する。（観点36,38）                                （3.66） 

    〈評価〉①郷土資料室や遺跡の維持管理に努めているが、町民に広く関心を持ってもらえる 

ように展示などの取組が必要である。 

        ②郷土・歴史文化保勝会と連携を図りながら郷土資料の有効活用を検討している。 

        ③女満別湿生植物群落については、湿生植物保全対策連絡協議会と連携し、保全に

向けて継続的に調査研究を行っていく。町民の自然環境の保全意識を高める取組

が重要である。 

（２）町民が主体となった芸術・文化活動を支援し、芸術文化にふれる機会の拡充に努める。 

（観点37）                                        （4.00） 

〈評価〉①文化団体連絡協議会と連携して町民文化祭を開催しているが、参加団体が減少傾 

向にあり、現団体及び新規団体の育成が必要である。 

        ②文化団体協議会加盟団体の高齢化による会員不足が深刻な課題である。本年度、

総合型芸能文化倶楽部を立ち上げ、文化団体会員に講師を依頼するなど、町民が

関心を持てる取組を行った。 

        ③町民が歌って踊れる歌づくりのための制作委員会を設置して、オリジナルソング

「風は友だち」を作成したが、今後ＰＲや普及に努める必要がある。 

  （３）町民が気軽にスポーツ活動に親しみ、参加できる機会や場を提供する。（観点39,40） 

                                         （3.15） 

〈評価〉①各種スポーツ大会を開催し、町民のスポーツ活動の場を提供するとともに、自治 

     会交流の場とすることができた。スポーツ大会によっては、参加する自治会等が 

少なくなっているため、複数自治会での参加などを呼びかける必要がある。 

        ②幼児から高齢者が参加するスポーツの振興のため、ジェットラインさわやかマラ 

         ソン大会やふきおろしマラソン大会を実行委員会形式で開催し、多くの参加者で

賑わった。 

        ③各種スポーツ教室やスポーツ縁日を開催するなど、町民に新しいスポーツが体験 
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できる場を提供した。 

        ④町民に高度な技術が体験できる機会を創出するため、スポーツ合宿誘致を継続し 

 て実施したほか、新規種目として柔道合宿を誘致した。 

        ⑤新たな指導者の発掘や育成に努めるため、体育協会と連携を密にし、各種スポー 

ツ教室の開催や育成者資格取得の経費の一部を補助する制度を創設した。 

 

 

 

２ 平成２８年度大空町社会教育推進計画に係る反省・評価 

    大空町教育推進計画の具現化を目指して平成２８年度大空町社会教育推進計画を作成しており、

下記の枠内で示すように大きく５つの領域で事業を構成し推進している。 

 

  

① 生涯学習推進事業       ～ ６の大事業・１１の中事業・その他小事業で構成 

 ② 家庭教育・子育て支援事業 ～ ２の大事業・５の中事業・その他小事業で構成 

 ③ 青少年健全育成事業    ～ ３の大事業・９の中事業・その他小事業で構成 

 ④ 芸術・文化振興事業    ～ ２の大事業・９の中事業・その他小事業で構成 

 ⑤ 保健体育振興事業      ～ ２の大事業・９の中事業・その他小事業で構成 

 

 

◇本計画の位置づけ 

    大空町教育推進計画に基づく、平成２８年度に実施する各事業をＡ（目的やねらい）・Ｐ（計

画）・Ｄ（実施）・Ｓ（評価）・Ｉ（改善）のマネジメントサイクルの段階ごとに体系的に区分

し、事業推進の指標として位置づけている。 

◇評価の活用 

     平成２８年度の反省・評価の結果明らかにされた改善点等を次年度の推進計画の策定に反映さ

せる。 

 

平成２８年度社会教育事業の反省・評価結果の概要 

 

１ 生涯学習推進事業  総合判定 《３．４９》 

  〔基本方向９ 豊かな学びをつくる生涯学習の推進〕 

  〔基本方向１０ 学校・地域社会と連携した社会教育活動の推進〕 

 

１ 成人教育(講座) 〔町民の自主的な学習活動を支援する〕             【3.00】 

（１）生涯学習奨励員協議会事業（3.00） 

①大空町ふるさと検定（3.00）②生涯学習講演会（3.00） 

《総括的な反省・評価》 

①両地区の融合を図るため、本年度も生涯学習奨励員が主体となり「大空町検定」の実施に取り組

んだ。町民の文化の継承や町民交流となるように引き続き実施する。参加者をもっと集めるＰＲ 

や開催時期の検討が必要である。 
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 ②生涯学習奨励員と教育委員会の連携により、誰もが参加できる講演会を開催した。参加者の反応

もよく、よい事業を開催することができた。 

２ 高齢者教育 〔高齢者が自ら学び、心豊かで健康に過ごし、社会参加できる活動を支援する〕  

【3.50】 

（１）大空町ことぶき大学（3.50） 

《総括的な反省・評価》 

①高齢者大学は、教養や能力を習得するほか、出会いや交流の場として大きな役割を担っている。 

文化の継承や生き甲斐づくりにつながる事業展開ができたが、高齢者を取り巻く社会環境や高齢

者福祉施策の在り方が大きく変化し、年齢により求める事業が異なることから、自らが選択し目

標を持たせるとともに、運営に参画できるようなプログラムの作成が必要である。 

②三町で持ち回りの高齢者大学が美幌町で開催され、日頃の成果を発表したが、近隣市町の高齢者

と交流できる機会の創出も検討する必要がある。 

３ 各種団体育成(事業) 〔各種団体の主体的な学習や積極的な地域活動を支援し育成する〕 

【3.67】 

（１）女性団体育成事業（4.00） 

①女性団体の支援（2.00）②大空町女性のつどい（5.00） 

③友愛セール＆フリーマーケット（4.00）④大空町女性研修（5.00） 

（２）ＰＴＡ育成事業（3.00） 

（３）教育文化合宿誘致事業（4.00） 

《総括的な反省・評価》 

①女性団体は、さまざまな活動や研修事業を展開しているが、団体活動を広く周知する工夫と自立

化、活性化を促す支援が必要である。 

②ＰＴＡ育成事業については、大空町ＰＴＡ連合会と連携しながら各学校ＰＴＡの活動を支援して 

いる。家庭内教育の重要性が高まっていることから、個々の組織ではなく連合会としての連携を 

一層深めていく必要がある。 

③教育文化合宿誘致事業については、バスケットボール、玉川大学梅沢ゼミ、北海学園札幌高等学 

校相撲部、札幌山の手高校女子バレーボール部の合宿受け入れを行い、交流人口の増加と質の高

い技術の普及などの合宿成果が上がっている。平成２８年度は柔道の合宿を新規に誘致し、より

専門的な体験機会の拡充と地域の活性化のため、新たな団体の誘致活動を展開する必要がある。 

４ 学社連携（融合）・人材育成(事業) 〔各種講座の開設を通して、町民の学習活動を充実する〕 

【4.00】 

（１）姉妹都市交流事業（4.00） 

①稲城市児童交流（4.00） 

（２）友好町交流事業（4.00） 

    ①氷川町生徒交流（4.00） 

《総括的な反省・評価》 

①稲城市児童交流は、ホームステイにより異なる風土や文化に触れ、広い視野をもてる子ども達を

育むための事業として実施しているが、ホームステイ先が限られるため参加者数が増えていない

状況にある。女満別小学校のみの参加ではなく、東藻琴小学校も参加できるよう保護者会との調

整が必要である。 

②氷川町生徒交流は､教育委員会と参加する保護者で構成する保護者会との連携により中学２年生 

同士の相互交流事業として定着しているが、ホームステイができないことで定員に満たない年が

続いている。事業の内容やホームステイ先への援助等を検討する必要がある。 
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５ 図書館活動（指定管理者への委託事業）〔町民の読書活動や学習活動の促進に努める〕【3.75】 

（１）図書館活動の推進（3.50） 

①図書館活動への支援（3.00）②ボランティア活動への支援（4.00） 

（２）読書普及及び利用促進活動（4.00） 

《総括的な反省・評価》 

①図書館システムが更新され、図書館業務の効率化が図られた。 

②学校連携システムの導入により学校と図書館の連携が深まるとともに、児童・生徒の図書貸出が

スムーズに行われ、貸出冊数が増加した。 

③図書館ボランティアは、図書普及促進にとって重要な役割を担っており、両地区において２サー

クルが活動しているが、今後は人材の育成が必要である。 

④図書館の利用促進につながる指定管理者の自主事業を数多く実施している。今後も読書推進につ

ながる事業を継続していけるよう支援する。また、学校図書館の利用促進のために司書を巡回さ

せているが、図書システムを利用したワンストップの事業展開を行う必要がある。 

６ 生涯学習啓発(事業) 〔町民の学習意欲を喚起するため、情報発信と相談活動を充実する〕 

【3.00】 

（１）生涯学習関係情報周知（3.00） 

（２）生涯学習相談（3.00） 

《総括的な反省・評価》 

①生涯学習の広報については、毎月広報誌に掲載しており、各種情報の提供や各種団体の事業報告

などの情報提供はできているが、更にわかりやすい紙面づくりが必要である。 

②生涯学習の相談体制は整っているものの、新たな学習機会の創出までには至らなかった。 

 

２ 家庭教育・子育て支援事業  総合判定《３．０４》 

  〔基本方向７ 家庭の教育力の向上や幼児教育の充実〕 

 

１ 家庭教育・子育て支援(事業) 〔行政、関係機関等が連携して、学習資源や情報のネットワーク 

化に努める〕                                  【3.08】 

（１）家庭教育支援基盤形成事業（3.33） 

①家庭教育支援チームの設置（3.00） ②子育てサポーターのリーダーの養成（3.00） 

③子育て・親育ち講座の実施（4.00） 

（２）子育て機能強化推進事業（3.00） 

（３）家庭教育相談事業（家庭教育相談員の配置）（3.00） 

（４）子育て支援ネットワーク充実事業（3.00） 

《総括的な反省・評価》 

①子育て支援基盤の形成には、福祉部局の児童センター事業と連携し、町全体での取組を考えてい

くとともに、両地区のスタッフや他部局スタッフ、事業協力団体との協議の場を設け、現場の意

見を事業に反映させていく必要がある。 

②子どもが心身ともに健やかに成長するための基盤となる保護者育成をねらいに「親子ふれあい講

座」を実施しているが、開催時期や周知方法の検討が必要である。 

③幼稚園教諭と児童クラブ指導員との子育てに関する情報共有が必要である。 

④家庭の教育力が低下している昨今、子育てに関する相談業務や子育て支援講座を通し、子育てに 

関する細やかなアドバイスが必要となっている。 

 ⑤家庭の教育力向上の見地から、子育てを支援する関係各課との連携強化に努める必要がある。 
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２ 家庭教育・子育て支援情報の発信 〔町民の読書活動や学習活動の促進に努める〕  【3.00】 

（１）各種支援情報の発信（3.00） 

《総括的な反省・評価》 

①各種の広報媒体を活用して情報提供しているが、家庭教育ナビゲーター養成講座や学びカフェの

活用方法について検討する必要がある。 

 

３ 青少年健全育成事業   総合判定《３．２８》 

  〔基本方向８ 地域で子どもを守り育てる環境づくりの推進〕 

 

１ 少年社会体験活動 〔少年少女の健全育成を願い、各種の社会体験活動やリーダー育成に努め

る〕                                     【3.17】 

（１）放課後子どもプラン推進事業（放課後子ども教室）（3.00） 

（２）青少年の体験活動充実事業（3.50） 

①少年ボランティアリーダー研修会（3.00）②長期休業中の補充的サポート事業（4.00） 

（３）子ども会活動支援（3.00） 

①子ども会への支援（2.00）②子ども七夕まつり（3.00）③子ども会ミニ運動会（4.00） 

④ジュニアリーダー研修会（3.00） 

《総括的な反省・評価》 

①放課後子どもプラン推進事業「子どもワールド２１」については、利用者も多く一定の成果を

上げているが、今後も福祉部局の子育て支援センターや児童センター事業と連携するととも

に、スタッフや他部局のスタッフ、事業協力団体との協議の場を設け、さまざまな現場の意見

を事業に反映させていく必要がある。 

②ボランティアリーダー研修会については、１泊２日の日程で研修を行ったが、宿泊を伴う研修 

会に参加する児童・生徒が減っている状況にある。魅力ある内容と参加しやすい日程を検討し、 

参加者の増加に努める必要がある。 

③平成２７年度から事業を実施した長期休業中の補充的サポート事業は、望ましい生活習慣の獲

得と体力づくりを目的に実施したが、平成２８年度は夏季・冬季休業期間に実施し、多くの児

童が参加した。更に楽しめるプログラム作りを検討する。 

④子ども会育成連絡協議会では、子ども達の健全育成を目的として、自主的な運営により両地区

での子ども会事業を開催し、異年齢、地域住民との交流を深めることに努めている。しかし、

女満別地区での子ども会の活動が停滞していることから、指導者を養成する必要がある。 

２ 青年社会体験活動 〔青年の健全育成を願い、各種の社会体験活動やリーダー育成に努める〕 

【3.00】 

（１）成人式（4.00） 

（２）青年団体への支援（2.00） 

（３）青年連携組織への支援（3.00） 

《総括的な反省・評価》 

①成人式では７４人中６０人が出席した。式典は厳粛の中行われ、アトラクションとして自己紹 

介や地元出身のアーティストのライブを実施し、思い出に残る式典となった。 

②青年団体への支援として、大空町青年団体協議会が開催する冬期大会などへの支援を行った。

今後、青年自らが魅力ある活動ができるようＰＲやリーダー養成などについて支援する必要が

ある。 

③女満別地区青年５団体の連携組織となる大空町青年団体連携会議の活動を支援した。連携会議
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が主催したコンサートや町と連携した「大空ヤンヤン」、講演会などの事業を実施し、青年の

交流の機会を創出した。 

３  青少年健全育成活動〔青年の健全育成を願い、補導・指導活動や団体との連携活動及び相談事 

業を行う〕                                                                   【3.67】 

（１）補導・指導活動（4.00） 

（２）各種団体活動への支援・指導（3.00） 

（３）各種育成団体との連携（4.00） 

《総括的な反省・評価》 

①住民課と連携して地域安全マップを更新し、児童生徒に配布したが、今後も関係機関と実態調

査を継続的に実施しながらマップを更新するなど、学校や地域で子ども達を守る体制づくりの

強化に努める必要がある。 

②青少年を取巻く環境は大きく変化しており、青少年問題協議会においてインターネット被害な

どについて関係機関と情報提供や意見交換を行ったが、引き続き子ども達を守る体制づくりを

検討する必要がある。 

③青少年顕彰式を開催し、青少年の善行に対し表彰を行った。本年度も多くの青少年が表彰され

た。今後も関係機関が連携し、青少年の健全育成方策を検討する必要がある。 

 

４ 芸術・文化振興事業  総合判定 《３．４３》 

  〔基本方向１１ 芸術・文化活動の推進・充実〕 

 

１ 芸術・文化振興(事業) 〔町民の文化活動への参加及び芸術文化鑑賞の拡大を図る〕【3.60】 

（１）町民文化祭（4.00） 

（２）総合型芸能文化倶楽部事業（3.00） 

（３）オホーツク演劇祭の開催（4.00） 

（４）大空町楽曲制作事業（4.00） 

（５）文化団体への支援活動（3.00） 

《総括的な反省・評価》 

①町民文化展は、女満別地区で来場者の増加を目的にバザーや体験コーナー、資料館の解放など

を計画したが、悪天候もあり入場者が両地区で前年を下回った。両地区では出品者が減少傾向

にあるため、個人出品の機会となってきている。文化団体と連携し、芸術や文化に触れる体験

コーナーを設けるなど、検討する必要がある。 

②町民芸能祭は、日頃の成果を発表する貴重な機会となっているが、団員の減少により出演者数

が減少している。文化団体との連携により新しい団体の育成が必要である。 

③文化的な活動に触れる機会の創出として、文化団体協議会・自治会女性部連絡協議会と連携し 

てカルチャーセミナーを実施し、参加者からは好評であった。今後もニーズに合わせて講座を 

開設する必要がある。 

④さまざまな分野の演劇に関する事業をプログラムして、一定の成果を上げることができた。今

後も町民が演劇に興味・関心をもってもらえるような取組に発展させていくことで文化の振興

を図る必要がある。 

⑤文化団体が中心となり、町民が歌って踊れる楽曲を作成した。今後は広く周知を図りいろいろ

な場所で利用してもらえるよう普及が必要である。 

⑥文化団体協議会が行う事業について支援するとともに、広報等において活動内容を周知し加入

を促進する必要がある。 
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２ 文化財等保護・管理活動 〔文化財保護・管理のため調査及び普及活動に努める〕 【3.25】 

（１）文化財保護管理事業（3.00） 

（２）文化財研究審議事業（4.00） 

（３）湿生植物群落保全事業（3.00） 

（４）団体活動への支援・指導（3.00） 

《総括的な反省・評価》 

①旧豊住小学校に郷土資料の展示を計画したが、実現できなかった。今後町民に親しまれる郷土

資料の展示方法についての検討が必要である。 

②文化財保護審議会を開催し、町の貴重な記念碑等を巡った。 

③湿生植物群落については、保護・保全対策のため女満別湿生植物群落保全対策連絡会議を開催

し、保全に向けて協議を実施した。また、水芭蕉減少の原因解明のため、引き続き地下水位計

を設置し調査を行った。継続的な調査が必要である。 

④歴史・文化の継承のため、郷土・歴史文化保勝会の活動などを引き続き支援する必要がある。 

 

５ 保健体育振興事業  総合判定 《３．２９》 

    〔基本方向１２ 健康づくりやスポーツ活動の推進〕 

 

１ 社会体育振興(事業) 〔各種大会や教室、講座等の開催を通じて町民の健康増進とスポーツに対 

する関心・意欲を喚起する〕                            【3.07】 

（１）町民スポーツ大会（3.00） 

①町民ソフトボール大会（2.00） ②町民ミニバレーボール大会（3.00） 

③ ３００歳交歓バレーボール大会（3.00） ④スポーツ縁日（4.00） 

（２）その他スポーツ大会（2.75） 

①ジェットラインさわやかマラソン大会（3.00） 

②もこと山ふきおろしマラソン大会（3.00） 

③東北海道６人制バレーボール選手権大会（3.00） ④女子バレーボール大会（2.00） 

（３）スポーツ教室開設事業（3.33） 

   《少年少女スポーツ教室》 

①スキー教室（3.00） ②もこと山カンジキ登山教室（3.00） 

   《全町民対象スポーツ教室》 

①スポーツ体験教室（ゴルフ教室・親子ミニバレー）（4.00） 

（４）総合型地域スポーツクラブ支援事業（3.00） 

（５）スポーツ振興団体の育成（3.25） 

    ①体育協会育成（3.00）②スポーツ少年団育成（3.00）③指定管理施設との連携（4.00） 

④ その他団体育成（3.00） 

《総括的な反省・評価》 

①町民ソフトボール大会については、参議院議員選挙の投票日と重なったことから、日程調整が 

つかず未実施となった。 

②町民ミニバレーボール大会については、参加チーム（自治会）が変動しない状況が続いている。

開催の周知と東藻琴地区への参加呼びかけに努める必要がある。 

③３００歳交歓バレーボール大会については、参加団体が固定化されてきており、町技であるバ 

レーボールの普及・振興のため、参加枠組みの緩和など参加しやすい条件の検討が必要である。 

④スポーツ縁日については、冬祭りの開催時期に合わせ実施したこともあり、前年を上回る参加



 

- 34 - 

 

があった。今回は体力測定やテレビゲームを利用した運動、卓球などの競技を取り入れ、児童

から高齢者までスポーツを楽しむ機会を提供できた。 

⑤ジェットラインさわやかマラソン大会については、スタート地点が改修のため運動広場でのス 

タートとなった。安全を考慮した運営ができたが、網走マラソンと同日開催となり成人者の参 

加が減少した。児童・生徒数の減少から参加者も減少しており、町内マラソン大会の在り方に 

ついて検討が必要である。 

⑥もこと山ふきおろしマラソン大会については、昨年吹雪で中止となったため再度ゲストランナ

ーに赤羽有紀子さんを招き実施した。昨年中止の影響もなく例年並みの参加者数となった。警

察署と協議し、道道を通行止めするなど安全確保に努めた。 

⑦東北海道６人制バレーボール大会については、地元バレーボール協会が主体となって開催して 

いる状況であり、官民の連携が図られている。町技をバレーボールとする町としては、貴重な

大会であり、今後の継続のため協会の若手指導者の育成が重要である。参加チーム数の確保と 

地元還元が課題となっている。 

⑧女子バレーボール大会については、中学生が参加したことによりさまざまな年代の交流が図ら

れた。未経験者でも気軽に参加できるような周知も必要である。 

⑨少年少女スポーツ教室については、スキー協会や東藻琴山岳会の協力で青少年のスポーツ振興 

が図られている。今後も各種スポーツ団体の協力を得ながら、青少年にスポーツの場を数多く 

提供したい。 

⑩スポーツ体験教室については、女満別ゴルフコースと連携して、青壮年層を中心に運動の機会 

とゴルフを始めるきっかけの場を提供した。また、小学生と保護者を対象とした親子ミニバレ 

ー教室を実施し、楽しめるスポーツ体験教室となった。今後も町内の各種団体等と連携し、さ

まざまなスポーツ教室を検討する。 

⑪新たなスポーツクラブの設立を促すため、町民向け各種スポーツ大会を開催したほか、スポー 

 ツ縁日でいろいろなスポーツを体験してもらったが、新たなクラブ創設までには至らなかった。 

⑫地域住民のスポーツ活動の活性化のため、豊住スポーツクラブに対する支援を行っている。 

スポーツクラブは住民主体が原則となることから、住民のスポーツに対する意識向上を図る活

動の検討が必要である。 

⑬実行委員会で整備している冬期間のスケートリンクは、東藻琴の子どもたちの利用も増加し、

多くの子どもたちが利用した。今後も実行委員会の活動を支援していく必要がある。 

２ スポーツ合宿誘致事業［合宿を誘致しスポーツ団体支援や指導者養成を図る］    【3.50】 

（１）バスケットボール合宿（3.00） 

（２）相撲合宿（3.00） 

（３）バレーボール合宿（4.00） 

（４）柔道合宿（4.00） 

《総括的な反省・評価》 

①昨年合宿を行った１大学が都合により不参加となった。多くの選手が大空町に宿泊してもらえ

るよう誘致活動が必要である。体育施設の利便性向上のため、計画的な施設整備が必要である。 

②高校生相撲部の合宿に合わせ青少年育成協会と連携し、大鵬杯相撲大会を開催した。今後も相

撲場の利用促進に努める。 

③平成２８年度の新規合宿として、柔道合宿を誘致した。誘致した団体以外に多くの高校生が道 

内から集まり、盛会な合宿となった。また地域還元として、地元小中学生への指導や農作業体

験などを行ったほか、地元農家から野菜をいただくなどの支援をいただいた。引き続き受け入

れ環境を整備し、合宿しやすい環境づくりに努める必要がある。 
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